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株

式

1
分

割
'1
.
.て
：
ゐ
：
み

點

が

.こ
れ

で

あ

：る
0ハ
£
の
組
織
は
ア
メ
.リ
、ヵ

に

於

い

て

行

は

れ

て

ゐ

る

：

.マ
サ
チ
ラ
ー
セ
ツ
•
ト

ラ

ス

ト

：•と

同

じ

や

ぅ

な

も

の

と

見

る

こ

と

が

.

.

.

.

.
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.

.
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批
來
ょ
ぅ
--
?車
輛
信
託
ば
ま
た> そ
ね
資
金
獲
得
：の
：
#め
社
債
を
^
^
:
す

.る
こ
、と
が
あ^
.,
?
'この
場
合
贫
れ
を
車
輛
信
託
社
潰
ハ
谷
"
：

、
b 系
^

と̂

稱
.す
'る
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:̂30:
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茲

ぬ

附

言

し
.て
ft
か

ね

ば

な&
な

い
^

.i
^
::
'
S
:の
.車

輛

信

託

故

各

；
！

^
機
關
は：

必
6
ず
し
も
必
要
欠
ぐ
ベ
か
ら
贫
る
名..の
で
は
な
. 

い
。.例

べ

：
ば

づ

电

の

營

む

^
業
は
;̂
個

人

：
で

も

ょ
£
、
筆

舊

託

な

名

證

を

ど

ら

ぬ̂

し

、
：，
何

れ

私
.1
>
5，
冬
れ
を
遂
行
11
>
得

。
る

：の
.で
あ
.る
^
:
山
ぺ
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-
V
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-
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>
更
に
^
の
.伸
關
®

^

^I

て
弋
受
託
者(tlilisf )

が
介
在
す
名
0
:受
託
者
は
賃
貸
契
約
を
證
券
發
行<6
檐
保
也
し
，て
移
轉
さ
れ

r. 

且
つ
»

i

約
滿
ボ
金
で
貴
貨
さ
れ
る
ゴ
ギ':ッ.ブ
>

夂
K
の

馨

權

の
#

限
を
保
«

-1
>
、
«

^

0̂ .
;受
入
並
ば
證
券
の
允
利
拂
ひ
の
亭 

_

管
掌
じ
，

「

又
.擔
保
の
保
全
：に
關
す
洛
必
要
な
手
段
を
採
る
.の
で
あ
る
。
、-
般
.に
受
託
者
に
は
信
：託
會
社
が
當
た
る
や
ぅ.で
あ
る
-°
.
 

受
：託
者
の
#
入
..は

->
.琪

輛

信

託

：に

ょ

ち

，
ぬ
：
場

合

ヤ

も

必

：要

欠

;<
;
-ぺ

か

ら

ざ.る

も

の

で

あ

る
0
-

.
•
v
;

(

l)

.:
'
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巨 can, i

b
i
d
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^
s
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に
よ
る
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l

l立
す
る
极
本
ぬ
魏
I

ギ

ッ

プ

に

I

卞
卢 

.獲

、S

方
法
が
あ
る
。
鐵
道
會
社I

り
得
る
.第
十
の
I

I

弋
^

_

立
|

|

1

肖
製
讓
者
碧
蕩

I

【

次
I

義

塞

哼づ觳遗業者

^

^

約を締結し

"
集
瞵
人
資
含

.資本家ょ

i

輛
霧
赢
藤
锝
す
る

^

^

:

一

有

ず

I

合
•
そ
S

造に要する建

I

奮
託

t

て
取
得
す
る
、
低
し
そ
の
エ

.•キ
ッ
デ
.：メ
：驗

の

所

有

馊

受

託

言

^

>

バ
f

義

と

靈
8

と
S

S

結
さ
れ
る
-

契
約
S

九
〇
0
年
頃
ま
S

余
程
特
殊
f

 

.■.基

つ

允

形

霞I

、
一

隻

れ.た
威
ち
賃
貸
契
約
證
書
に
附f

て
賃
貸
證
券

：

子

I
む

各

製

'■

義

額

を
S
す
る
も
め
I
つ

S

3こ
れ

は

養

契

約i
含
客

f

l
つ

ち

：、
^
^
^

-e
明̂

4倩
託
契
約
ニ

(

只

I:

萏

1
s
t

)

.を
結

ん

だ

：
，
の

で

あ

：
つ

'た
が
，
こ
れ
％
車
輛
信&
受

_託
者

.及

.び
'鐵
道
會
社
£
^
^
^
^

に
.於 

v>
.
rて1
す

童

：
と

舍|
:、
曼
貸
契
約
の
：內
容
も
信_
約

屮

に

議

す

るI
と
な
？

::

づ

繁
1

1

0
。：
素

、#

麗

約

に

於

け

る

內

容

.

1
案

'
.簡
^

,
;
'雾

會
tt
Mを

：： c

キ
.ッ
プI

I

引
渡
S

る
I

掃
.

し
直
接
：に
吏
柳f

.の
で
t

、
.
M
Wに
對
ず
る
痛
金
■秦

含

'參

卷

：：修)

裏

ゼ

.
倉

が

ら

、
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■

乓

裒
f

タ
，鑒
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割

以

上I

分
f

す

れ

ば

、#

で
|

0

全

然

頭t

要

せ

ぬ

：
： 

為

I

り

、

嬰

し.き
.は

五

割

に

第f

 
f

あ

る

。

所

有f

 

S
ま

で

も

な

く

、
I

I

I

,

 

8

1

ば

：、
宴

:b
の

全

額I

濟
|

|

、
|

會

社
|

轉

す

る*
そ

れ

ま.で

は

、

受—

が

，こ

れ

をf

す

る

：のI

る
o

:

.

^

l

.

f

 

M
上
I

歷

替

へ

る.
I
;の

出

來

な

德

項

：で

あ

る

o

そ

の

滿

了

に

到
I

問

は

二.g

o

 
■
で
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、

：五..

”
i
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o

m

ー1
0蓄

篇

|

ー
年|

通
|

:: 

f
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一
：：
〇

年

以

後

は

：
十

五

I

と
I

て

來

たo
.そ
：I

由

ミ

し'て
.
 

は

鐵

道

會

社

の

鑫

上

：
の

_

が

確

立

し

.
て

來

た

言

|

|

證
券
|

_

ッK

メ 

I

f

盆

久

性
S

ぐ
な
つ
.た
I

市
f

を

る

含

ッ

ブ

ネ

ン
K
の

が
 

容

易

：
でI

I

等
I

:
へ
得
る(
今

I

ァ
ブ

,

1
は1

?

ょ

り

：：

一 .1.

十

藝

と

推

定

義
^
^

間
S

て
I

I

認
t

れ
'る
。
|

料
、.
f

實

質

志
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w
r l
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道

會

社

鼻

修

理

、I

蜃

等

で
I

受

右

算

に

I

る
調
f

 

|

_
會
社
は
受
I

I

し 

を
規
f

れ

參

更

忆

、
翁

5

プ
メ
：ン
トS

J

 

受

，

は

：
又

、

#
社
よ
り
規
定
：の1

裏

げ

、
I

を
持
分
I

#

配
1

 

,も
擰
^
さ
れ
る
。
契
約
不
履
抒
の
場
合
の
規
定
も
勿
論
そ
の
中
に
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
ぁ
る

0

C2) 

D
u
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 i
b
i
d
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,
p
p
.
m
9
.

,

s

s

»

^
 

w
c
w
^
3
r
t
w
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'
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C
o

 •*

旣
述
，の
如

v
V

ン
ダ
ル
ダ
ェ
ニ
ァ
法
に
於
い
て
、
條
件
附
赛
郑
方
法
を
用
ひ
る

.事
が
出
來
な
い
の
で"‘
ー
.植
の
脱
法
方
法
と
し
：て
賃
貸
方 

.

.:
;法
が
案
恥
さ
れ
た
の.で
あ
之
か
ち''
'
實
質
上
條
件
附
賣
却
方
法
^
異
名
.も
こ
^
は

な

容
,
^

:
、 

cf. wurtchett'ibid,, p. .244.'footlllote.

.Bishop, ibid.,. p. 242-2̂
.::. 

ノ
. 

,

.

(

^
•o
- Burtchett, ibid., p.. 250..-7 
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5
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(cc). .Cleveland and Fowe.ll, ibid., P,S3..
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’取

響

託
'の
發
行
す
る
證
券
が
取«
信
託
證
券(

§
 t

i
t

 

ceaflcafes, 

e
q
u
i
p
m
e
n
t

 

trust c
ertiorates)

で
あ
る
o
.
.
.
法
律
上
.の
形 

式
は
株
券
亂
似
の.持
分
權
を
表
象
す
る
，證
書
で
あ
る

o

從
つ
て
、‘Ji
t
輛
信
託
の
設
立
と
同
時
に
發
行
さ
：れ
る
も
必
と
な
る
。
併
し
な
が

.

■̂
;

_

觀

望
 K

 
べ
尋 
_

_

道
_

^;
:

%
 の
一®

^

，

達
,

^

^

於

齡
_
あ
る
を
更
動
わ
^:
-る
ー.に
.
あ
ら
ー4
い
0;
«

兮
て
、
*

輛
信
'蹄
^

そ

が

、_

輛
信
託
.

は
右
の
_
道
:#
社
で
史
_
保
證
';
5
:
&す
を
齋
_
ゼ
す
^

;形
式
に
於
^
て
$

實
質 

を
f t

定
1>
て
'办
^

,
で
私
る
。
.
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,1=r 
輛
偉
訪■の̂

!
TP9
-
題

上

■ .Ij i'l 

ニ.
.！.

-111)

.写
»
1^
託

>^
券
の
形

/1
;は
^
ん
ど
株
^
と
異
ら
な
い
0
#=
託
の
資
本
金
.

(stock.) 

■
を
等
分
し
て
^
干Q

株
翁(shares)

を
作
；

CV 、

各
'
. 

.株
淥

0
.稱
呼
を
通
例
.一
千
雜
と
定
め
る
o
.た
r
、住
意
的
結
社
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
.嚴
裕
な
規
制
は
な
く
.、'各
個

の

場

合

に

從

ひ

'、 

ぞ
.の
內
容
、
形
式
に
於
い
て
、
幾
何
か
の
差
軋
を
見
旮
の
は
止
む
を
得
な
い
。
掛
分
權
を
化
體
.し
た

證

書

で

あ

.
る

こ

と

は

鄉

务

.
の

判

脚 

上
疑
び
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
-ら
う
。
則
ち
參
加
識
淥
で
あ
る
點
に
就
い
.て
は
興
_
が
.な
い
と
考
ベ
ら
れ
る
。

'

取
‘輛
信
託
證
淥
と
稱
さ
れ
て
ゐ
る’も
の
は
、
必
ず
取
輛
信
託.の
發
行
に
係
る
も
.の
と
は
服
ら
な
い
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な 

い
0
取
_

信
託
の
，職
能
を
代
行
す
る
他
の.形
態
の
企
業
抓
織
の
發
行
す
る.證
券
で
.あ
つ
.て
、
右
の
名
稱
を
附
す
る
：も
の
が
少
く
な^:
1

。 

持
分
權
苕
の
利
益
の
保
證
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
、
取
輛
信
託
の
定
款
で
あ
る
が
、
右
の
設
立
の
根
本

I

つ
た
賃
賢
契
約
の
包® 

'
さ
れ
て
ゐ
る
信
託
契
約
に
他
な
ら
な
い.'
0
底
接
の
.檐
保
と
な
.る
.も
の
.は
»
«
'エ
キ
ッ
ブ
乂
ゾ
ト

'で
あ
、る
0
支
ぎ
遲
滯
等
：に
よ
る
契
約
不 

M
行
は
.直
ち
に
エ
キ
ッブ
メ

シ
ト
の
囘
收
と
な
る
か
ら
、
エ
：サ
ッ
ブ
メ
ゾ
：：ト
の
處
分
共
：の
他
に
よ
り
、-自
己
の
利
益
を 

:
出
來
よ
う
。
併
し
な
が
ら
ノ
と
：：れ
等
は
表
固
上
の
檐
保
，で
あ

0
て
、
.究
極
'の
餅
# :
ば
»
借
會
«:
の
内
容
に
存
す
^
の
で
あ
る
0

;
尙
ほ
、
旣
に
述
べ
た
や
う
に
車
輛
信
託
で
社
偾
を
發
行
す
る
場
合
が
あ
る
。
と
れ
は
勿
論
參
加
證
券
で
は
な
く
、
'
債
務
證
書
に
他 

'な
ら
な
.
S.0
-
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•
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.
i
b
i
:f
r
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2

暴

1

0

.本
稿
で
：は
；議

信

託

發

行

に

：

係
る
持
分
：證
券
と
限
定
し
た
P
併
し
現
今
ァ'メ
グ(

力
，に
於
い
て
も
、 

•
。

車

響

託

以

外

の'獨

の
«
行
ヒ
係
る
も0
:
:で
ズ
、-雖
輛
信
託
證
券
と
呼
稱
私
て
ゐ
.る
湯
<嚴

多

<
、
：.

說
も
そ
札
ら
を
も
包
含

• 

.

.

.

. 

.
.
.
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H

キ
ー
ッ̂

ス
ジ
g

ぬ
關
龙
‘
盎
融
方
法
は
一
に
し
て
止
ら
な>
。
ダ

ン
.*
シ
は
企
業
形
態
の
上
か
ら
數
へ
て
、
そ
の
主
な
も
の
を
五
，
 

方
法
知
^
か

し

た
す

ル

b
チ
ナ
ダ
ト
ば
そ
ひ
手
續
の
上
か
ら
、
同.じ
く
五
方
法
あ
る
ど
述

y

て
ゐ
る(

2 >。

そ
o
ft
f
t
o著
者
は
主

な
る
方
法
と
し
て
一
一
乃
至
三
の
：方
法
を
數
べ
て
ゐ
る
。
而
も
各
方
法
に
於
：い
て
も
細

.部
に
於
い
て
異
れ
る
樣
相
を
示
し
て
ゐ
る0 

.

足
つ
て
、
そ
の
必
要
に
應̂

る
た
め
發
行
す
べ
き
證
券
も
異
づ
て
來
る0.
或
る
も
の
は
抵
當
販
社
債

(IHtgage bonds)

で
あ
り
、 

也a

も

2>
±
證
券
^
託
^
債

^
&
祭

色

:̂
'
u
s
t 

bonds)

で
あ
る
や
う
な
場
合
も
.あ
.
.る
o
そ
の
た
め
車
輔
信
託
證
券
に
關
す
る
概
念 

が
.5

と
な
つ
て
ゐ
，る
や
う
で
あ
る
。
車
輛
信
託
證
券
な
る
概■今
心
は
、
車
輛
信
託
の
，持
分■

ば
寸
證
券
で
あ
る
と.一
定
す
れ
ば
、
そ

の
混
亂
か
ら
救
は
れ
る
で
あ
ら
う0.

か
く
、
車
輛
信
託
に
ょ
る
エ
キ
ッ
ブ
メ
ン
ト
の
獲
得
は
、
一
本
は
气
，
數
多
い
方
法
の
中

- 0
.ー
 

つ
で
あ
る
0
こ
れ
が
、H

キ
ッ
フ
メ
ン 

ト
を
^

る
唯
T

b
ie
法
で
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